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論 文 内 容 要 旨
【はじめに】 海洋生態系において、細胞サイズが2μm以 下のピコプランク ト





最 もサイズの小さい捕食 ・被捕食関係をな している。この捕食 ・被捕食関係は表'
層系内の無機物および有機物のすみやかな生産 ・消費 ・分解過程において重要な
役割を担っていると考え られる。 したがって、両者の関係 を明らかにすること
は、海洋における親生元素循環を理解するための重要な課題のひとっである。 し









【材 料 と方 法 】 女 川 湾 奥 に設 定 した測 点(St.1;水深5-6.5m;Fig.1)にお い
て 、 以 下 の2シ リー ズ の現 場 調査 を行 った 。A)1993年12月か ら1995年3月まで の
16ヶ月 間 、原 則 と して 約1週 間 に1回 の頻 度 で 合 計76回、B)1996年1月か ら1997年
2月まで の 約1年 間 、原 則 と して1週 間 に3回の 頻 度 で 合 計180回の調 査 を、 そ れ ぞ れ
行 っ た 。細 菌 お よ び微 小鞭 毛 虫 の細 胞 数 密 度 は 、 そ れぞ れDAPI染色 法 、DAPI+
proflavine二重 染 色 法 で作 成 した試 料 を落 射 蛍 光 顕 微 鏡 下 で検 鏡 して 計数 した 。 こ
の 間 、海 洋環 境 条 件 と して 、水 温 、 塩 分 、 溶存 酸 素 量 、栄 養 塩 お よび ク ロ ロ フ ィ『
ルα量 を、 そ れぞ れ 常 法 によ って 観 測 した 。 また 、1996年6月か ら1997年6月まで の
間 、擬i似現 場 法 に よ って細 菌 の増 殖 速 度 を測 定 した 。
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【結 果 と考 察 】
1.女 川 湾 の ピコお よ び ナ ノプ ラ ン ク トン群 集 の季 節 変 動(シ リー ズA)
女 川 湾 の 海 洋環 境 は 、温 帯 か ら亜 寒 帯 沿 岸 域 にお い て 一 般 的 に み られ る顕 著 な
季 節 変 動 を示 した 。 ピコ ・ナ ノプ ラ ンク トン群 集 の うち 現存 量 の大 き か っ た細
菌 、 藍 藻類 、独 立栄 養 性 ナ ノ鞭 毛藻(ANF)お よび 従 属 栄養 性 ナ ノプ ラ ンク トン
(HNP)の密度 は 、そ れ ぞ れ2×105-4×106、20.370,㎜、30-4,200およ び30.7,200
cellsml-1の範 囲で 変 化 した 。 す な わ ち 、細 菌 以 外 は顕 著 な 季 節変 化 を示 し、 高 水
温期 に多 か った 。 全 ク ロ ロ フィル α濃 度 の季 節 変 化 か ら、植 物 プ ラ ンク トン現 存 量
の 多 い 、 い わ ゆ る"growingseason"は3～9月の 問 で あ る こ とが わ か った(F1g.
2a)。また そ の サ イ ズ 組成 か ら、 ミク ロ植 物 プ ラ ン ク トン群集(>10μm画 分)が
growingseasonを通 して 卓 越 して いた が 、6～9月 の 高水 温 期 に は ピ コ ・ナ ノ植 物 プ
ラ ンク トン群(<10μm画 分)に 偏 る こ とが 明 らか に な っ た(Fig.2b)。した が っ
て 、女 川 湾 で は採 食 食 物 連 鎖 が 基 本 骨 格 で あ る が 、 高水 温 期 に は微 生 物 食 物 網 の































































2,沿 岸 域 にお け る微 小鞭 毛虫 お よび 細 菌 の密度 の関 係(シ リー ズA)
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は、1年の大半は反時計回りの軌道 を示 し、その位置 と規模は季節とともに連続的
に変化することが明らかになった(Fig.lo:見やす くするために周年のデータを月















































































































































































































































































































































































































































































































形成 してお り、それが女川湾固有のア トラクターにおいて周年変化を繰 り返 して
いることを初めて示 しえた。 このような微小鞭毛虫一細菌系にみ られる強固さ
は、同様の系が海洋に限 らず淡水の水圏生態系にも広 く共通 して存在するという
可能性を示唆 している。
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論 文 審 査 結 果 要 旨
海洋表層系に遍在する微小鞭毛虫と細菌は捕食 ・被捕食関係を構築 してお り,有光層内のすみやか





動を示すに従って,微 小鞭毛虫の密度は顕著な季節変化を示 した。 しか し,細菌の密度はほとんど季









引き続 き行 った疑似現場培養実験および現場調査の結果,細 菌の増殖速度が顕著な季節変化を示す
ことが明らかになった。 しかし,現場における細菌の密度は前回と同様に,わずかな季節変動 しか示
さなかった。従って,細菌の増殖に対 して微小鞭毛虫の速やかな捕食応答が常に作用 していた と考え
られる。両者の群集密度のピークのずれと周期の長 さには季節に よる違いは見 られず,そ れらは他の
海域からの報告値ともおおむね一致 していた。つま り,環境の差に関係な く両者の捕食 ・被捕食関係






される。よって審査員一同は,著 者に学位(農 学)を 授与す るに値するものと判定 した。
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